
子どもの水難事故について
令和3年 8月 31日
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'R機と貯辮 蹴堵霧塾
ら、

ライフジヤケツト等の浮力帯の着用
水難事故防止に向けて情報発信を強化

をお願いします
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令和3年→中学生8人、小学生6人、幼児3人

令和2年→中学生4人、小学生2人 、幼児3人

※高校生の死亡無し
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小学生、中学生、高校生
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小学生日中学生B高校生の水難事故データ (県民のみ、月別、曜日別、‖23～ R2)
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○ ビー千・ヱーrとで与保護者や監視苦れ1目を離したことに発生
g家族とビーチに訪れ、子供たちだけで波打ち際で水遊びをしていたところ羽れる。

四家族とプールに訪れ、保護者が目を離している間に、水深の深いプールに移動して溺れる。

騨 鋤 騒 醸 畢 ～ 離

O繰護者なし (子どもの許)で打や111に行って発生
B兄弟、いとこと遊泳中、岩場から海に飛び込んで深みにはまつて賜れる。

B友人と遊泳中、高波にさらわれ沖に流され～自力で泳いで戻る際に足がつつて蒻れかける。

・ 魚釣りのため、友人と浅瀬を渡つていたところ、潮流に流されて沖のリーフに取り残される。

O自宅や学機の近く (自然湾岸与港$河III等)で発生

“友人と台風通過後の海の様子を見るために港へ行き、高波にのまれて海に転落する。

日友人と防波堤から飛び込んで遊んでいた際、海水を誤飲して賜れる。

B友人と防波堤で魚釣り中、移動しようとした際に不注意により誤つて海に転落する。

子どもの水難事故の特徴

― 沖縄県警察 ―
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海やIllに行為葛せない。

(本の危険性を子どもに伝える)
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浮白体ををず替隠造せる。

もちろん
六人もね !

4 子ごもだけでの速泳や

鈍ιlを見殉B貯た場合にlき
`

雄憲の声掛貯をする。

本離事練ね1発生しをう

おこ割書警票に通報する。

子どもの水難事故防止のためにすべきこと:

求難事故防止乗制で「賜 り遅瓢賜』がためられました

① 鈍ιIや遊詠磐どに勝$常に本雄亭龍の危際れl俸うことを

認識し、強 奪刊側につとめ書しょう「

② ▼よ諄 練が発生し驚ιI昭られ〕に発生しをうな場合にl書、

警寮へ通報すうりこの措置をとるようにつこ働書し事う「

O 本離亭燎賄止への構策に協角むうようつとめ書しかう「


